
1 

 

様式第２号（第３条関係） 

 

審 議 会 会 議 録 

 

会議名称  平成28年度 第２回 伊達市健康づくり推進協議会定例会議 

議  題 

（１）平成28年度保健事業実施状況（中間）及び平成29年度への課題について 
・「第２次伊達すこやか親子２１」について 
 

 ・「第２次健康づくり伊達２１」及び各種健（検）診事業について 

 

（２）平成28年度高齢福祉課活動報告について 

開催日時  平成28年12月20日(火) 午後６時24分から午後７時10分まで 

場  所  伊達市保健センター 

出 席 者 

 出席者11名（欠席者４名） 

所管部課名  健康福祉部 健康推進課 

公 開 

非 公 開 

の 別 

☑  公 開 傍聴者の人数 なし 

□  非公開 非公開の理由  

 【会議の概要】 

 会議次第により会議が進められ、会議の内容は次のとおり。 

 １．開会 

 ２．会長挨拶 

 ３．議事 

（１）平成28年度保健事業実施状況（中間）及び平成29年度への課題について 
・「第２次伊達すこやか親子２１」について 
<<質疑応答>> 
○委 員：齲歯４・５本あった者について、その原因は。 
●事務局：個別に状況確認したところ、母親の歯磨き不徹底や、おやつ菓子の頻繁・ 

多め摂取が原因と思われる。 
 
○委 員：ハイリスク妊婦について、健康面だけでなくシングルマザーが経済的に 

うまくやっていけるのか、出産後もトータルケアが必要では。 
今後こういう事例は増えると思うがどうか。 

●事務局：母子手帳交付時に、父の名をあきらかにしたがらない妊婦がいる。 
     家庭の協力や福祉分野の部署と連携をとりつつ経過を見ていくとともに 

妊婦健診未受診の方は、シングルマザー、経済困窮のことが多いため、 
医療機関との連携もとりつつ経過を見ていく。 

○委 員：親子ともども長い目でバックアップをよろしくお願いします。 
 
  ・「第２次健康づくり伊達２１」及び各種健（検）診事業について 

 

（２）平成28年度高齢福祉課活動報告について 
<<質疑応答>> 
○委 員：健康寿命延伸アプリにおけるスマートフォンの歩く速度の測定頻度はど 

のように行われるのか。 
 ●事務局：スマートフォンを持ち歩行していれば、自動で切れ間なく測定される。 
○委 員：ノルディックウォーキング協会では今年、厚生労働省から補助金を受け 

      市内の方を対象に無料で指導に取り組んでいる。 

      指導事業の周知について、出席された皆さんにもご協力いただければ。 

 

 

 ・「第２次健康づくり伊達２１」について 

 
 ○委 員：去年、40～50歳代の検診受診率が伸び悩んでいるとの話だったが、今年は 

どうか。 
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○委 員：健康寿命延伸アプリについて、介護予防グループや、シニアクラブへお声 

掛けさせていただいたところ、根本的に使い方がわからない、壊したら怖 

い、重いので持ち歩けない、女性ではそもそもスマホなど持ち歩きの習慣 

がないと、スマホに慣れていない年代のため、なかなか勧めきれない所が 

あった。対象年齢について、なぜ60歳以上としていたのか。 

60歳以上の方は、調べ物ができるなどスマホの利用にメリットを見出して 

いないように思われる。 

 メリットを見出せる若い人に勧められれば、もっと利用者増できたかと。 

  ●事務局：事業の主たる目的は、認知症予防と健診データとの連携のため、60歳以上 

の方を対象としたもの。 

       今回は実証実験として歩行速度と認知症、医療費の関連性を調査するもの。 

実験結果により、今後の進展も検討かと思われるが、今はまず実験として、 

多くが市国保に加入し、医療費との関連も調査しやすい60歳以上の方を対 

象にスタートしたところ。 

  ○委 員：今の時点でも利用勧誘して良いか。 

  ●事務局：良い。貸出中はインターネットが使い放題であり、昨日と今日（19・20日） 

基本的な使い方の他、地図検索などの利用方法講習会を行った。 

       できる限りアプリ利用者のサポートをしていく。 

  ○委 員：今後講習会の開催はあるか。 

  ●事務局：今の所予定はない。 

 

  ○委 員：中学生のピロリ菌検査について、もう予算がついたか。 

  ●事務局：来年度に向けて準備中。 

  ○委 員：既に室蘭で実施しており、理論的には中学生の段階で除菌できれば、胃がん 

の９割方を予防できるといわれている。 

検査費用は治療費用の何十分、何百分の１で済む。 

非常に有効な検査と思うので、ぜひ予算化を。 

 

（２）平成28年度高齢福祉課活動報告について 

 <<質疑応答>> 

  ○委 員：2025年問題に関して、病床機能の再編が議論されているが、はっきりした 

病床数は出ていない。療養病床が減り、在宅医療に転換と思われる。 

在宅医療自体もこれまでの方法と異なり、在宅での看取りや在宅に準じた 

施設での看取りを当たり前にしないと、こなしきれなくなるだろうと。 

単に医療介護福祉の連携だけでなく、医療自体も難しい問題を抱えており、 

現状で先が見えてこない。決まるのもかなり大変。 

 利害関係も絡むため、大都市では未だ協議が進んでいないようだ。 

 

 ４．その他 特に無し 

 

５．閉会 

 


